
 

 

 

 

 

「ふだんのくらしのしあわせ」 身近なふくしの実現 
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 新型コロナウイルスの感染が収束せず、感染症の怖さが、病気に対する不安となり、それが差別や誹

謗・中傷・排除へと「感染」する事案が、世界的にも、全国的にも、いまだに発生しています。その行

為（差別や誹謗・中傷・排除）が、発熱等のかぜ症状がある人の医療機関受診をためらわせ、受診をし

ない罹患者が増え、更なる病気（ウイルス）の拡散を危惧しています。 

 これは、「３つの感染症 負のスパイラル」といわれ、私たち一人一人がこの負のスパイラルを断ち

切る言動が、いざというというとき（身近なところで感染者が発生したとき）には、求められる状況に

あります。まずは、私たち大人が実践し、子ども達にもその大切さを伝えていかなければと思います。

裏面に、日本赤十字社ＨＰ「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切るた

めに～」のスライドを掲載いたしましたので、ご覧ください。 

 その一方で、新型コロナウイルスに感染することに対する私たちの意識の持ち方が、受容的・寛容的

になっていくことは、難しいことなのだろうか・・と思う気持ちがあります。このことに関して、昨年

度のニュースで、新潟県見附市役所の Facebook が取り上げられましたので、ご紹介いたします。 

出典元 見附市役所公式 Facebook より 

７月１５日版には、市民が口を揃えて「一日も早く完治するといいね！」と、励ましを送ること

で、みんなが安心できるとあります。本当にその通りだと思います。そういう社会であってほしい

と願いつつ、私自身もそうなるよう行動したいと思います。また、８月５日版は、新型コロナウイ

ルスに感染したことが、日常会話に表れる光景です。タイトルに、「夢物語」とありますが、夢では

なく、現実となるための人間関係づくりの努力をしなければとも思います。ワクチン接種が完了し

ていない中で、難しいことかもしれませんが、まずは「私たち大人が、どんな姿を見せるか。どん

な会話を子どもたちに聞かせるか」ということにかかっていると考えます。 

誰もが感染する可能性があり、その誰もが、万が一感染したとしても、安心して学校や職場にま

た行くことができる【＝ふだんのくらしのしあわせ】を、だれもが望んでいるのではないかと思い

ます。本校も、そして川里地域も、そうありたいと強く思っております。ご心配な点がございまし

たら、お一人で悩まず、友人や学校、関係機関等へぜひ、ご相談ください。 

改めてノーベル医学賞受賞者の山中伸弥教授の言葉を噛みしめたいと思います。 

〇新型コロナウイルスとの付き合いは、長いマラソンのようだ。賢い行動を粘り強く。 

〇新型コロナウイルスとは、平和的共存（いかに人間社会が受け入れていくか）です。 

〇誰にでも感染の可能性がある。感染した方やその家族への偏見や差別は無意味です。 
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花をさかせる学校・夢をはぐくむ学校・笑顔あふれる学校 

鴻巣市立屈巣小学校  

令和３年 ７月２０日 
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出典元 

日本赤十字社公式ホームページより 

http://www.jrc.or.jp/activity/sai

gai/news/200326_006124.html 

掲載についての許可は得ています。 

http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/news/200326_006124.html
http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/news/200326_006124.html

